令和５年５月
経営幹部各位

公益社団法人　京都工業会
技術・教育委員会
令和５年度　生産保全研究会　追加募集のご案内
現在、産業界を中心にＡＩやＩＴ技術の急速な進捗に伴い、急速なスピードで様変わりし、デジタル社会へと変貌しようとしています。
モノづくり企業では、厳しくなる経営環境の変化の下で、国際競争に勝ち抜くため、サプライチェーンも視野に入れた各種の不測の事態に対応するリスク管理をしっかりと行いながら、技術や製品開発に注力することはもちろん、リスキリングを軸とした「モノづくり」の革新力（現場改善力・生産技術力）や人材育成を更に強化していかねばなりません。
このような中、生産保全研究会では、多様化した生産方式における設備管理の在り方に着目し、生産の平準化、自働化、標準作業等の生産体制確立を目指して、不良ゼロ、故障ゼロなどあらゆるロス、ムダを削減するため、IoT活用事例や先進事例を通し、生産システムを最大限に引き出す・保つための設備保全のあり方を工場見学や実践活動を通して研究します。

※京都工業会にお越しの際は下記の通りご協力をお願いします。

・当日の体温が37.5℃以上の方や体調がすぐれない場合のご出席はご遠慮ください。

尚、弊会では感染症対策として以下の通り運用しております。

・アルコール消毒薬の設置　・会場は間隔を空けた設営　・高機能空気清浄機の設置

※5月1日(月）より職場での夏季の適正冷房及び軽装勤務を実施しておりますのでご承知おきください
記

期間　令和５年６月２３日(金)～令和６年２月（計９会合）

会場　京都経済センター６Ｆ　京都工業会内・会議室 他
対象　生産技術部門及び設備保全部門の実務担当者及びマネージャー
内容　前期・基本編（５～９月）

○基調講演（５月）
「設備保全の基本的な考え方」
○講義・演習（６月～９月）
「７大ロスと設備総合効率（時間稼働率・性能稼動率・良品率）」、
「工場見学またはゲスト講演」など
後期・実務編(１０月～２月)※詳細内容は、メンバーで企画します
○課題の掘り下げ
専門テーマの絞込み（分科会編成）→課題毎の実践研究→まとめ（報告書作成）
年会費　工業会　会員企業　　７２，６００円（66,000＋税額6,600円）/口
会員外　１０４，５００円（95,000＋税額9,500円）/口
（１口当たり２名の登録ができます）
申込方法　添付申込書に必要事項を明記いただき、来る６月１６日までにＦＡＸ願います。
※５月は基調講演となり６月例会：６月２３日（金）より本格的に活動がスタートします。
（公社）京都工業会　業務課　小嶋大樹
（TEL）075－353－0061　（FAX）075－353－0065
＜令和４年度　活動概要＞
	基本方針
(研究項目)
	生産の多様化に対応したＴＰＭの習得

	活動内容
（前期）
	【講義】

「ＴＰＭの考え方」、「７大ロスと設備総合効率(時間稼働率・性能稼動率・良品率)」

【工場見学】

「保全活動の経過と現在の活動について」（京都機械工具㈱）

【相互活動紹介】

参加企業における現状のＴＰＭ活動紹介

【事例紹介】

「振動の傾向管理とローターキット実演」（新川電機㈱）

	（後期）
	【討議】

自社の設備総合効率をまとめ、報告(取り方が合っているのか困りごとを共有した)
【工場見学】

「初期清掃活動、エフ付け・エフ取り、設備稼働情報の可視化等」

（島津プレシジョンテクノロジー㈱）

「ＴＰＭ優秀賞 受賞の経過と現在の活動紹介」（㈱ＧＳユアサ）

【事例紹介】

「機械外部清掃、内部清掃、点検部品の可視化等」（㈱京製プレシジョン）

「改善活動と徹底３Ｓ活動紹介」（オムロン京都太陽㈱）

【活動のまとめ】

年間を通して学んだ生産保全（初期清掃による不具合発見、不具合発生箇所対策、自主保全基準、標準化、維持管理等）を自社でどんなことを活かして、どのようにしたいか、社内の推進役になるために必要な事の討議を行った

	アドバイザー
	木村直人氏（元京都機械工具㈱取締役専務執行役員）
《プロフィール》
１９８０年、京都機械工具㈱に入社。作業工具類の生産・営業・管理業務に従事。生産システムの構築や、工程改善・物流改善の活動の推進として活躍され、経営企画や人財育成における業務改革に取り組む。令和４年度　同研究会副主査


＜昨年度参加者の声＞
○グループ討議で感想や疑問に思ったことなどを話し合えたことで、自分にはなかった着眼点や発想を発見できて非常に有意義な時間だった
令和５年度　生産保全研究会　参加申込書：〆６月１６日
会社名
　ＴＥＬ
　ＦＡＸ


所在地（〒
）


申込担当者（所属･役職）
(氏名)


	No
	登録内容

	１
	氏　　　　名
	所属・役職名
	ＴＥＬ
	ＦＡＸ

	
	
	
	
	

	
	
	直属上司 氏名
	直属上司 所属･役職

	
	
	
	

	２
	氏　　　　名
	所属・役職名
	ＴＥＬ
	ＦＡＸ

	
	
	
	
	

	
	
	直属上司 氏名
	直属上司 所属･役職

	
	
	
	


（公社）京都工業会ＦＡＸ　０７５－３５３－００６５
